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新
出
土
資
料
関
係
文
献
提
要

本
提
要
は
、
『
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
（
『
中
国
研
究
集

刊
』
別
冊
、
二

0
0
三
年
六
月
）
に
掲
載
し
た
「
新
出
土
資
料
関

係
文
献
提
要
（
一
）
」
の
続
編
で
あ
る
。
前
回
同
様
、
郭
店
楚
墓
竹

簡
（
郭
店
楚
簡
）
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
に

関
す
る
文
献
を
主
対
象
と
し
た
。

『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
》
読
本
』
（
出
土
文
献

訳
注
研
析
叢
書
P
o
1
6

、
季
旭
昇
主
編
、
陳
美
蘭
•
蘇
建
洲
•
陳
嘉

凌
合
撰
、
万
巻
楼
図
書
股
伶
有
限
公
司
、
二

0
0
三
年
七
月
、
二
四
六

頁
、
横
組
・
縦
組
繁
体
字
）

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二

0
0
二
年
）
と
し
て
公
開
さ
れ
た
文
献
六
篇
に
対
す
る
釈

中
国
研
究
集
刊
陽
号
（
総
34
号
）
平
成
十
五
年
十
二
月
八
七
ー
九
五
頁

（二）

文
、
語
釈
、
注
釈
を
収
載
し
た
書
。
全
体
は
大
き
く

れ
る
。前
半
部
は
、
横
組
繁
体
字
に
て
第
二
分
冊
所
収
の
全
文
献
、
す

な
わ
ち
『
民
之
父
母
』
『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
従
政
』
『
昔
者
君

老
』
『
容
成
氏
』
に
つ
い
て
、
各
々
「
題
解
」
（
該
当
文
献
に
対
す

る
簡
易
な
解
説
）
、
「
原
文
」
、
「
語
訳
」
（
現
代
中
国
語
訳
）
、
「
注
釈
」

（
伝
世
文
献
の
類
似
文
章
と
の
比
較
、
字
形
の
解
説
、
語
句
の
解

説
等
）
を
付
す
。
後
半
部
は
、
縦
組
繁
体
字
に
て
、
各
文
献
の
釈

定
文
字
を
列
挙
し
て
い
る
。
横
組
の
前
半
部
に
合
わ
せ
て
左
綴
じ

縦
書
き
の
装
訂
（
末
尾
よ
り
縦
組
が
始
ま
る
両
開
き
装
訂
で
は
な

い
）
と
し
て
い
る
た
め
、
や
や
閲
覧
し
づ
ら
い
。

内
容
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
）
と
異
な
る
釈
読
を
提
示
し
て
い
る
箇
所
が

見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
各
文
献
の
解
読
の
際
に
、
有
益
な
参
考
資

部
に
分
か

前
川
正
名
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料
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
に
対
す
る
万

巻
楼
版
の
注
釈
と
し
て
は
、
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
が
あ
る
（
「
提

要
(
-
)
」
で
解
説
済
み
）
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
研
究
』
（
黄
人
二
著
、

高
文
出
版
社
、
二

0
0
二
年
八
月
、
二
八
三
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
に
関
す
る
釈
文
・
研
究
を
収
載
し
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
分
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
1
 

年
）
に
収
録
さ
れ
た
『
孔
子
詩
論
』
『
細
衣
』
『
性
情
論
』
を
対
象

と
し
て
い
る
。
構
成
は
全
五
章
か
ら
な
り
、
内
訳
は
、
第
一
章
「
概

論
」
、
第
二
章
「
孔
子
詩
論
」
、
第
三
章
「
細
衣
」
、
第
四
章
「
性

情
」
、
第
五
章
「
餘
論
」
で
あ
る
。

こ
の
内
、
第
二
章

S
第
四
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
節
に
お

い
て
「
本
文
校
読
」
を
掲
載
す
る
。
そ
の
方
法
は
、
ま
ず
、
一
簡

毎
に
釈
定
し
た
釈
文
を
示
し
、
次
に
校
読
（
解
釈
）
を
載
せ
、
更

に
頁
下
段
に
注
を
付
載
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三

章
•
第
四
章
に
つ
い
て
は
、
郭
店
楚
簡
あ
る
い
は
伝
世
の
関
係
文

献
と
も
比
較
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
上
海
古
籍
出
版
社
『
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
の
釈
読
に
比
べ
て
か
な
り
詳
細
な
訳
注
と

『
郭
店
竹
書
別
釈
』
（
新
出
簡
吊
研
究
叢
書
、
陳
偉
著
、
湖
北
教
育
出

版
社
、
二

0
0
三
年
一
月
、
二
五
0
頁
、
横
組
簡
体
字
）

郭
店
楚
簡
に
関
す
る
釈
文
・
研
究
書
。
郭
店
楚
簡
全
文
献
を
対

象
と
し
て
い
る
。
字
句
の
解
釈
が
中
心
で
あ
り
、
書
名
の
通
り
、

通
行
の
釈
文
と
は
異
な
る
竹
簡
配
列
や
新
解
釈
を
提
示
す
る
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
る
。

全
体
は
、
本
編
十
六
章
、
附
録
二
本
か
ら
な
り
、
こ
れ
に
李
学

勤
氏
の
総
序
が
附
さ
れ
て
い
る
。
本
編
の
内
容
は
次
の
通
り
。
「
《
老

子
》
甲
組
零
識
」
「
《
大
一
生
水
》
校
釈
」
「
《
細
衣
》
零
識
」
「
《
魯

穆
公
問
子
思
》
零
識
」
「
《
窮
達
以
時
》
零
識
」
「
《
五
行
》
零
識
」

「
《
唐
虞
之
道
》
校
釈
」
「
《
忠
信
之
道
》
零
識
」
「
《
大
常
》
、
《
徳

義
》
、
《
賞
刑
》
三
篇
的
編
連
問
題
」
「
《
大
常
》
校
釈
」
「
《
徳
義
》

校
釈
」
「
《
賞
刑
》
校
釈
」
「
《
性
自
命
出
》
諸
簡
編
連
問
題
及
校
釈
」

「
《
語
叢
一
》
零
識
」
「
《
語
叢
三
》
零
識
」
「
《
語
叢
四
》
校
釈
」
。

附
録
は
「
附
表
細
目
」
「
作
者
有
関
論
文
目
録
」
で
あ
る
。

『
尊
徳
義
』
『
成
之
聞
之
』
『
六
徳
』
の
三
文
献
に
つ
い
て
、
そ

の
ま
と
ま
り
を
越
え
て
竹
簡
の
配
列
を
大
胆
に
入
れ
替
え
、
各
々

「
大
常
」
（
ほ
ぼ
『
六
徳
』
に
相
当
）
、
「
賞
刑
」
（
ほ
ぼ
『
尊
徳
義
』

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
巻
末
に
「
参
考
文
献
資
料
」
を
附
録
す
る
。
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に
相
当
）
、
「
徳
義
」
（
ほ
ぼ
『
成
之
聞
之
』
に
相
当
）
と
、
新
た

に
命
名
し
つ
つ
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
原
釈
文
（
荊
州
市
博
物

館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
と
は
異

な
る
新
見
解
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
文
化
』
（
郭
店
楚
簡
研
究
会
、
汲
古
書
院
、

二
0
0
二
年
三
月
、
六
0
八
頁
、
横
組
和
文
）

主
と
し
て
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
を
ま
と
め
た
書
。
十
七
名

（
日
本
人
九
名
、
中
国
人
五
名
、
韓
国
人
二
名
、
ア
メ
リ
カ
人
一

名
）
の
研
究
者
に
よ
る
十
七
本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
日

本
に
お
け
る
郭
店
楚
簡
関
係
の
論
文
を
ま
と
め
て
収
録
し
た
書
と

し
て
は
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
郭
店
楚
簡
研
究
』
（
池
田
知
久
編
、

汲
古
書
院
、
二

0
0
三
年
二
月
、
縦
組
和
文
）
と
比
較
す
る
と
、

『
郭
店
楚
簡
研
究
』
が
郭
店
楚
簡
の
儒
家
系
文
献
に
対
す
る
論
文

を
収
め
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
は
さ
ら
に
、
『
老
子
』
『
太
一
性

水
』
等
の
道
家
系
文
献
に
関
す
る
も
の
、
ま
た
、
馬
王
堆
漢
墓
、

包
山
楚
簡
、
手
湾
漢
墓
簡
贖
等
、
「
楚
地
」
か
ら
出
土
し
た
資
料
に

関
す
る
論
文
を
も
幅
広
く
収
め
て
い
る
。

こ
の
内
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
専
論
は
八
本
。
ま
た
、
曹
峰
氏

の
「
試
析
上
博
楚
簡
《
孔
子
詩
論
》
中
関
”
間
疋
”
的
幾
條
竹
簡
」

は
、
日
本
に
お
け
る
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
ご
く
初

期
の
も
の
で
あ
る
。
科
学
研
究
費
に
よ
る
共
同
成
果
の
総
括
と
し

て
は
、
郭
店
楚
簡
に
対
す
る
研
究
会
の
統
一
的
な
見
解
が
示
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
や
や
残
念
で
あ
る
が
、
本
書
に
よ
り
、
国
内
外
に

お
け
る
郭
店
楚
簡
研
究
の
進
展
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る。『
新
出
楚
簡
試
論
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献
研
究
叢
書
（
三
）
、
丁

原
植
主
編
、
摩
名
春
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

0
0
一
年
五

月
、
三
七
六
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
お
よ
び
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
を
収
載
し
た
書
。

構
成
は
、
第
一
編
「
郭
店
楚
簡
専
論
」
、
第
二
編
「
郭
店
楚
簡
叢
考
」
、

第
三
編
「
簡
序
探
原
」
、
第
四
編
「
新
出
簡
管
窺
」
の
四
部
か
ら
な

る。
第
一
編
「
郭
店
楚
簡
専
論
」
は
、
郭
店
楚
簡
と
『
詩
』
『
書
』
『
周

易
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
計
四
本
。
第
二
編
「
郭
店
楚
簡

叢
考
」
は
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
『
六
徳
』
『
成
之
聞
之
』
『
老

子
』
関
す
る
も
の
計
四
本
。
第
三
編
「
簡
序
探
原
」
は
、
郭
店
楚

簡
『
性
自
命
出
』
・
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
に
関
す
る
論
文
二
本
、

(89) 



郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
『
成
之
聞
之
』
に
関
す
る
も
の
四
本
の
計
六
本
。

第
四
編
「
新
出
簡
管
窺
」
は
、
上
博
楚
簡
の
『
武
王
践
詐
』
関
係

一
本
、
『
孔
子
間
居
』
と
『
細
衣
』
と
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
一
本
、

『
周
易
』
関
係
一
本
、
『
詩
論
』
関
係
一
本
、
『
帰
蔵
』
関
係
一
本
、

計
五
本
。
本
書
全
体
で
は
十
七
本
の
論
文
を
収
め
て
い
る
。
論
文

の
傾
向
ご
と
に
四
篇
に
分
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文

は
あ
く
ま
で
独
立
し
た
個
別
の
論
文
で
あ
る
。
な
お
、
巻
末
に
「
郭

店
楚
墓
竹
簡
論
著
目
録
」
を
附
録
す
る
。

『
出
土
古
代
天
文
学
文
献
研
究
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献
研
究
叢

書
（
二
）
、
丁
原
植
主
編
、
喝
時
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二
O

〇
一
年
五
月
、
三
八
五
頁
、
横
組
繁
体
字
）

古
代
中
国
に
お
け
る
天
文
学
の
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
た
書
。
郭

店
楚
簡
だ
け
で
な
く
、
甲
骨
文
、
金
文
、
長
沙
楚
吊
書
、
曾
侯
乙

墓
戦
国
漆
箱
等
、
各
種
出
土
文
物
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。

本
書
は
全
七
章
（
弁
言
と
図
版
を
除
く
）
か
ら
な
り
、
こ
の
内
、

楚
簡
に
関
係
す
る
部
分
は
第
二
章
「
郭
店
楚
簡
《
太
一
生
水
》
研

究
」
（
七
七
頁
か
ら
九
二
頁
）
で
、
使
用
し
て
い
る
楚
簡
関
係
の
文

献
は
、
主
と
し
て
郭
店
楚
簡
の
『
老
子
』
と
『
太
一
生
水
』
で
あ

る。
『
老
に
は
、
周
知
の
通
り
「
道
」
を
根
源
と
す
る
宇
宙
生

成
論
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
『
太
一
生
水
』
に
も
、
「
太
一
」

を
根
源
と
す
る
宇
宙
生
成
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
観
点

か
ら
、
両
書
を
「
天
文
学
」
の
枠
組
み
で
捉
え
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
郭
店
楚
簡
自
体
を
対
象
と
す
る
研
究
書
で
は
な
い
が
、
出

土
文
物
を
総
合
的
に
検
討
し
て
古
代
天
文
学
を
再
検
討
し
よ
う
と

し
た
新
し
い
研
究
成
果
で
あ
る
。

『
新
出
楚
簡
与
儒
家
思
想
論
文
集
』
（
陳
福
濱
主
編
、
輔
仁
大
学

文
学
院
、
一
0
0
二
年
七
月
、
三
二
八
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
お
よ
び
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
を
収
載
し
た
書
。

十
一
名
の
研
究
者
に
よ
る
十
一
本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
礼
記
』
細
衣
篇
と
楚
簡
『
細
衣
』
と
の
関
係
を
述
べ
た
論
考

が
二
本
、
『
孔
子
詩
論
』
に
関
す
る
も
の
が
三
本
、
『
性
情
論
』
に

関
す
る
も
の
が
四
本
、
そ
の
他
が
二
本
で
あ
る
。
緩
や
か
な
が
ら

テ
ー
マ
を
絞
っ
て
編
集
し
て
い
る
が
、
論
文
の
掲
載
順
序
は
テ
ー

マ
毎
に
ま
と
め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
、
郭
店
楚
簡
よ
り
も
上

博
楚
簡
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
た
編
集
と
な
っ
て
い
る
。

個
々
の
論
文
に
つ
い
て
言
え
ば
、
王
金
凌
氏
の
「
《
礼
記
・
細
衣
》
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今
本
与
郭
店
、
上
博
楚
簡
比
論
」
、
趙
中
偉
氏
の
「
性
自
命
出
，
命

自
天
降
ー
上
海
戦
国
竹
簡
〈
性
情
論
〉
与
郭
店
竹
簡
〈
性
自
命
出
〉

之
人
性
論
剖
析
」
な
ど
、
現
行
本
や
郭
店
楚
簡
の
研
究
を
踏
ま
え

た
上
で
、
上
博
楚
簡
に
論
及
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
現
行
本
と

新
出
資
料
と
の
関
係
を
考
え
る
際
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

『
簡
吊
思
想
文
献
研
究
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献
研
究
叢
書
（
五
）
、

丁
原
植
主
編
、
王
博
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

0
0
一
年
五

月
、
三
三
七
頁
、
横
組
繁
体
字
）

と
し
て
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
を
収
載
し
た
書
。
王
博
氏

に
よ
る
十
八
本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
書
名
は
「
簡
吊
」

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
ま
た
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る
論
文
は
収
録
さ
れ
て
い
な

、。し郭
店
楚
簡
に
関
し
て
は
、
『
細
衣
』
『
唐
虞
之
道
』
『
成
之
聞
之
』

等
の
儒
家
系
文
献
か
ら
、
『
老
子
』
『
太
一
生
水
』
の
道
家
系
文
献

ま
で
幅
広
く
対
象
と
し
て
い
る
。

『
五
行
』
に
関
し
て
は
、
「
三
、
五
行
与
四
行
」
「
四
、
子
思
五

行
説
与
伝
統
五
行
説
的
関
係
」
「
八
、
孟
子
与
《
五
行
》
」
「
十
一
、

郭
店
竹
簡
所
見
儒
道
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
儒
家
思
想
と
「
五

体
字
）

行
」
と
の
関
わ
り
を
論
じ
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
の
儒
家
系
文
献
と

道
家
系
文
献
の
両
者
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。

『
古
墓
新
知
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献
研
究
叢
書
(
+
)
、
寵
撲
等
著
、

台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

0
0
二
年
五
月
、
二
九
二
頁
、
横
組
繁

郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
を
収
載
し
た
書
。
十
六
名
の
研
究
者

に
よ
る
二
十
二
本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

構
成
は
、
『
太
一
生
水
』
関
係
五
本
、
『
性
自
命
出
』
関
係
四
本
、

『
五
行
』
関
係
五
本
、
『
六
徳
』
関
係
四
本
と
、
同
一
文
献
に
対
す

る
論
文
を
ま
と
め
て
編
集
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
『
成
之
聞
之
』
『
窮

達
以
時
』
の
専
論
が
各
一
本
、
総
記
・
雑
記
が
二
本
で
あ
る
。
収

録
論
文
数
の
比
率
の
上
で
、
や
や
道
家
系
が
中
心
と
の
印
象
を
受

け
る
も
の
の
、
儒
家
系
、
道
家
系
に
関
わ
ら
ず
「
君
子
慎
独
」
「
為

父
絶
君
」
「
大
徳
者
受
命
」
等
の
テ
ー
マ
や
、
宇
宙
論
、
心
性
論
等

に
関
す
る
論
考
を
収
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
上
博
楚
簡
に
関
す
る

言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
本
書
に
は
陳
偉
氏
の
「
関
於
郭
店
楚
簡
《
六
徳
》
諸
篇

編
連
的
調
整
」
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
『
成
之
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『
性
自
命
出
』
『
六
徳
』
の
四
篇
に
つ
い
て
、

の
新
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

竹
簡
配
列
に
つ
い
て

『
楚
地
出
土
簡
吊
文
献
思
想
研
究
（
一
）
』
（
丁
四
新
主
編
、
湖

北
教
育
出
版
社
、
二

0
0
二
年
―
二
月
、
四
0
三
頁
、
横
組
簡
体
字
）

主
と
し
て
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
論
文
を
収
録
し
た
書
。
構
成
は
、

「
郭
店
楚
簡
」
「
上
博
楚
簡
」
「
楚
系
《
日
書
》
与
秦
漢
簡
閥
」
「
匡

王
堆
吊
書
」
の
四
部
か
ら
な
る
。

た
だ
し
、
分
量
的
に
は
郭
店
楚
簡
に
関
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
「
郭
店
楚
簡
」
の
部
は
七
名
の
研
究
者
に
よ
る
十
三
本
の

論
文
、
「
上
博
楚
簡
」
の
部
は
三
名
の
研
究
者
に
よ
る
三
本
の
論
文
、

「
楚
系
《
日
書
》
与
秦
漢
簡
贖
」
の
部
は
三
名
の
研
究
者
に
よ
る

三
本
の
論
文
、
「
馬
王
堆
吊
書
」
の
部
は
二
名
の
研
究
者
に
よ
る
ニ

本
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

郭
店
楚
簡
の
研
究
書
と
し
て
は
、
や
や
後
出
で
は
あ
る
が
、
先

行
す
る
諸
研
究
を
踏
ま
え
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
陳
偉

氏
の
論
文
三
篇
は
、
『
尊
徳
義
』
『
成
之
聞
之
』
『
六
徳
』
の
三
文

献
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
と
ま
り
を
越
え
て
竹
簡
の
配
列
を
大
胆
に

入
れ
替
え
た
新
解
釈
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
郭
店
楚
簡
全
文
献
に
対
す
る
陳
偉
氏
の
釈
文
・
解
釈
は
、

『
郭
店
竹
書
別
釈
』
（
湖
北
教
育
出
版
社
、

要
で
先
述
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

0
 01 
年）

『
郭
店
儒
簡
論
略
』
（
出
土
思
想
文
物
与
文
献
研
究
叢
書
(
+
三
）
、

欧
陽
禎
人
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

0
0
三
年
四
月
、
ニ
ニ

四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

郭
店
楚
簡
の
研
究
書
。
書
名
の
示
す
通
り
儒
家
系
資
料
を
中
心

と
し
て
い
る
が
、
道
家
系
文
献
と
さ
れ
て
い
る
『
太
一
生
水
』
も

一
部
取
り
上
げ
て
い
る
（
第
登
章
、
第
二
節
「
《
太
一
生
水
》
与
先

秦
儒
家
性
情
論
」
）
。

全
体
は
六
章
か
ら
な
り
、
配
列
は
単
な
る
文
献
別
で
は
な
く
、

テ
ー
マ
別
に
再
編
さ
れ
て
い
る
。
「
登
、
天
人
之
際
」
で
は
、
主
と

し
て
『
太
一
生
水
』
『
窮
達
以
時
』
『
魯
穆
公
問
子
思
』
等
に
つ
い

て
論
ず
る
。
ま
た
「
戴
、
人
学
思
想
」
で
は
『
性
自
命
出
』
『
魯
穆

公
問
子
思
』
『
孟
子
』
、
「
参
、
美
芸
境
界
」
で
は
『
性
自
命
出
』
、

「
陣
、
倫
常
祀
天
」
で
は
『
細
衣
』
『
六
徳
』
、
「
伍
、
残
簡
拾
穂
」

で
は
『
語
叢
』
な
ど
、
「
陸
、
源
遠
流
長
」
で
は
『
尚
書
』
お
よ
び

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
な
ど
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。

郭
店
楚
簡
に
加
え
て
、
伝
世
の
文
献
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
な
ど

（
本
提
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『
《
周
易
》
経
伝
楠
理
与
郭
店
楚
簡
思
想
新
釈
』
（
出
土
思
想
文

物
与
文
献
研
究
叢
書
（
十
四
）
、
金
春
峰
著
、
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、

二
0
0
三
年
四
月
、
一
九
七
頁
、
横
組
繁
体
字
）

『
周
易
』
経
伝
の
成
書
年
代
と
思
想
的
特
色
に
つ
い
て
論
じ
た

研
究
書
。
郭
店
楚
簡
の
思
想
解
釈
を
中
心
と
し
た
各
種
出
土
資
料

と
の
関
係
を
軸
に
論
じ
て
い
る
。
「
椀
理
」
と
は
、
櫛
な
ど
で
髪
の

毛
を
す
く
よ
う
に
整
え
る
の
意
。

全
体
は
以
下
の
全
十
三
章
か
ら
な
る
。
「
登
、
《
周
易
》
之
編
纂

成
書
及
其
思
想
哲
学
意
義
」
「
戴
、
恐
憚
修
省
与
観
象
進
徳
」
「
参
、

《
象
伝
》
与
《
小
象
》
的
思
想
特
点
及
成
書
之
時
代
」
「
騨
、
吊
書

《
繋
辞
》
反
映
的
時
代
与
文
化
」
「
伍
、
通
行
本
《
繋
辞
》
之
成
書
」

「
陸
、
《
繋
辞
》
的
哲
学
思
想
」
「
柴
、
《
繋
辞
》
的
倫
理
道
徳
思

想
」
「
捌
、
《
周
易
》
卦
序
和
《
序
卦
》
的
成
書
時
代
与
思
想
特
色
」

「
玖
、
吊
書
《
二
三
子
問
》
《
要
》
与
孔
子
」
「
拾
、
吊
書
《
穆
和
》
．

《
昭
力
》
反
映
的
思
想
与
時
代
」
「
拾
翌
、
郭
店
楚
簡
《
六
徳
》
．

《
忠
信
之
道
》
・
《
成
之
聞
之
》
之
思
想
特
徴
与
成
書
時
代
」
「
拾

咸
、
郭
店
楚
簡
〈
〈
老
子
》
的
文
史
哲
意
義
」
「
拾
参
、
読
郭
店
楚
簡

《
性
自
命
出
》
札
記
ー
従
喪
礼
「
踊
」
看
時
代
」
。

を
も
活
用
し
た
視
野
の
広
い
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

『
周
易
』
経
伝
の
成
書
時
代
、
及
び
思
想
的
特
色
に
つ
い
て
は

諸
説
が
並
立
し
て
い
る
。
本
書
は
郭
店
楚
簡
の
発
見
を
受
け
て
、

丹
念
な
整
理
と
厳
密
な
分
析
を
加
え
、
新
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

但
し
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
（
現
時
点
で
未
公
開
）
に
つ
い
て
は
、

言
及
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
簡
孔
子
詩
論
述
学
』
（
劉
信
芳
著
、

安
徽
大
学
出
版
社
、
二

0
0
三
年
一
月
、
三
四
頁
、
横
組
繁
体
字
）

上
博
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
に
関
す
る
研
究
書
。
『
孔
子
詩
論
』
の

釈
読
、
お
よ
び
伝
世
文
献
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

全
体
は
、
上
編
と
下
編
と
か
ら
な
る
。
上
篇
は
、
「
楚
簡
《
詩
論
》

所
評
風
、
雅
、
頌
研
究
」
「
《
詩
論
》
所
評
虚
墨
而
偕
”
之
詩
研
究
」

「
《
詩
論
》
所
評
詩
歌
表
現
手
法
研
究
」
「
以
楚
簡
解
《
詩
論
》
」
「
《
詩

論
》
考
釈
的
意
見
分
岐
以
及
相
関
問
題
」
「
孔
子
《
詩
論
》
与
新
世

紀
的
学
術
走
向
ー
《
詩
論
》
研
究
述
評
」
の
六
編
の
論
文
を
収
め

る。
下
編
は
、
「
詩
論
集
解
」
「
楚
簡
《
詩
論
》
釈
文
校
補
」
「
楚
簡

《
詩
論
》
苑
丘
考
」
の
三
篇
の
論
文
、
お
よ
び
「
竹
簡
尺
寸
、
契

口
位
置
登
記
表
」
「
李
学
勤
：
《
詩
論
》
分
章
釈
文
」
「
各
家
分
章

簡
序
一
覧
表
」
「
”
孔
子
”
合
文
」
「
《
詩
論
》
作
者
」
「
《
詩
論
》
与
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《
詩
序
》
」
「
《
詩
論
》
与
四
家
《
詩
》
」
「
資
料
輯
録
」
の
八
つ
の

付
録
を
収
め
る
。

『
孔
子
詩
論
』
の
専
著
と
し
て
は
、
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
既
発
表
の
多
く
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
発
表
さ
れ
た

労
作
で
あ
り
、
例
え
ば
、
問
題
と
な
る
字
句
に
つ
い
て
は
、
諸
説

を
ま
と
め
て
列
記
す
る
な
ど
、
表
記
上
の
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

『
郭
店
竹
簡
《
性
自
命
出
》
研
究
』
（
新
出
簡
吊
研
究
叢
書
、
李

天
虹
著
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
二

0
0
三
年
一
月
、
二
六
五
頁
、
横
組

簡
体
字
）

郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
に
関
す
る
研
究
書
。
字
句
の
解
釈
と

思
想
的
特
質
、
お
よ
び
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
と
の
関
係
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
、
本
編
全
九
章
と
「
主
要
参
考
文
献
」
お
よ
び

附
録
四
本
か
ら
な
る
。
章
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
本
編
は
、

「
《
性
自
命
出
》
的
編
連
与
分
篇
」
「
文
字
考
釈
二
篇
」
「
《
性
自
命

出
》
与
伝
世
先
秦
文
献
”
情
”
字
解
詰
」
「
《
性
自
命
出
》
中
的
心

性
論
」
「
《
性
自
命
出
》
中
的
楽
論
」
「
《
性
自
命
出
》
作
者
考
緋
」

「
従
《
性
自
命
出
》
談
孔
子
与
詩
、
書
、
礼
、
楽
」
「
《
性
自
命
出
》

集
釈
」
「
《
性
自
命
出
》
与
上
海
簡
書
《
性
情
論
》
校
読
」
。
附
録

は
、
「
郭
店
竹
簡
文
字
雑
釈
」
「
釈
郭
店
竹
簡
《
成
之
聞
之
》
篇
中

的
”
肘
”
」
「
郭
店
竹
簡
与
伝
世
文
献
互
征
八
則
」
「
《
性
情
論
》
文

字
雑
考
」
。

郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
に
つ
い
て
は
、
竹
簡
の
配
列
や
字
句

の
確
定
に
つ
い
て
多
く
の
疑
問
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
内

容
の
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
と
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
研
究
の
展

望
が
開
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
は
、
そ
う
し
た
考
察
を
い
ち

早
く
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

『
文
字
の
発
見
が
歴
史
を
ゆ
る
が
す

2

0
世
紀
中
国
出
土

文
字
資
料
の
証
言
』
（
福
田
哲
之
著
、
二
玄
社
、
二

0
0
三
年
三
月
、

五
四
頁
、
縦
組
和
文
）

主
に
二
十
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
出
土
文
字
資
料
に
つ
い
て
解
説

し
た
書
。
甲
骨
文
に
始
ま
り
、
西
周
金
文
、
侯
馬
盟
書
、
郭
店
楚

簡
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
、
馬
王
堆

漢
墓
吊
書
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
、
走
馬
楼
三
国
呉
簡
、
楼
蘭
出
土

文
書
、
吐
魯
番
出
土
文
書
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
富
な
図
版
を
使

い
な
が
ら
解
説
を
加
え
て
い
る
。
戦
国
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
「
修
正

を
迫
ら
れ
る
儒
教
史
の
通
説
郭
店
楚
簡
•
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
」
（
七
四

S
九
九
頁
）
の
で
専
論
さ
れ
る
。

(94) 



こ
も
r. 

出
土
文
字
資
料
全
般
を
視
野
に
収
め
た
初
の
和
書
で
あ
り
、
各

資
料
の
概
要
や
文
字
学
上
・
思
想
史
研
究
上
の
意
義
を
一
般
読
者

に
も
理
解
し
う
る
よ
う
平
易
に
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
章
ご
と
に

設
け
ら
れ
た
コ
ラ
ム
欄
で
は
、
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
の
信

憑
性
」
「
走
馬
楼
三
国
呉
簡
は
な
ぜ
井
戸
に
埋
蔵
さ
れ
た
の
か
」
な

ど
と
し
て
、
出
土
資
料
発
見
の
裏
話
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
構
成

見
ら
れ
る
。

(95) 


